
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

3

　外国の方々とのコミュニケーションについ
て、英語科の教員が、少人数授業を実施
する上で、綿密な打ち合わせを行ってい
る。また、ALTを積極的に活用し、リスニン
グやスピーキングなどのコミュニケーション
をしっかりと行っている。これにより、学校
評価アンケート「英語の授業では、ＡＬＴの
先生との授業でコミュニケーションを図れ
たか」に対して、８５％の生徒がそう思うと
答えた。
　理科指導専門員による授業観察及び指
導・助言を定期的にしてもらい教員の指導
力を向上させてきた。夏休みの課題として
自由研究を課し、ものづくりも含め、そこか
らレポートにまとめる活動を通して論理的、
科学的な思考力の育成に努めた。
　ICT機器を活用した授業について、「実施
できたか」という教員アンケートについて
「そう思う」と「ややそう思う」が合わせて９
４％となり、ICT機器を使った授業づくり積
極的に取り組んでいることが分かる。ま
た、大学教授を招き校内研修を行うなど、
主体的で対話的で深い学びの醸成に学校
全体で取り組んでいる。
　人権教育について、学校全体でいじめの
撲滅に全力で取り組んでいる。いじめを速
やかに認知するため、昼休みの校内巡視
を学校全体で行っている。また、いじめを
認知した際は速やかにいじめ対策委員会
を設置し、被害者本人・保護者の意向を反
映し、迅速に問題を解決するよう努めてい
る。
　運動会の内容を拡充し、走力を求める種
目だけではなく、筋力が必要になる種目な
ども増加させた。また、部活動や体育の時
間の準備運動にはランニングや筋力トレー
ニングを多めに設定するなど、さらなる基
礎体力の向上に努めている。

Ａ

・校長先生、副校長先生をはじめ、先生方と共に常に生徒たち
のことを考えて教育に取り組んでいる姿に、正直常に感謝して
おります。

・いじめ撲滅について、先生方が校内巡視を行っているとのこ
と、感謝いたします。先生方が忙しすぎるのも問題かと。子ども
たちから何かを抱えて相談したくても、毎日せわしなく走り回って
いる先生を見て、気遣ってしまうと聞いたことがあります。

・ＩＣＴ機器を活用した授業は増えているが、実際の言葉でのコ
ミュニケーション、あいさつにも目を向ける必要があるのではな
いか。

・いじめは根絶できたのか→結果報告、経過報告もあると分かり
やすい

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３：

Ｂ 3

Ｃ 0

　生徒・保護者アンケートよ
り、「ＩＣＴを活用した授業を
行っている」、「コミュニケー
ション能力を育成している」
等の項目において肯定的に
回答した割合が８０％以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4
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　授業公開日における保護者の感想から
は「落ち着いた雰囲気」、「ＩＣＴ機器を積極
的に活用」、「熱心」、「親しみやすい」な
ど、高い評価をいただいた。また、「授業に
ついて工夫が行われている」などという評
価もいただいた。しかし、まだ課題も多くあ
るため、なおいっそう授業研究を行っていく
必要がある。
　本校は教職経験が５年未満の教員が多
いが、研修会等に意欲的に参加し、日々
指導力を向上させている。教員アンケート
「校内研修会等で特別支援教育やサポー
トルームに関することを自身の指導に生か
すことができた」では８４％の教員が「そう
思う」と回答し、昨年度に引き続き強い意
識をもっていることが分かる。
　登校支援コーディネーターを中心に、学
期の初めと終わりに２回（年間計６回）、不
登校対策委員会を開いた。不登校傾向に
ある生徒も含め、生徒の情報共有および
学校としての対応について協議を重ねた。
また、別室登校のための環境を整え、２学
期より運用を開始した。臨時的に不登校委
員会も開催するなど、あらゆる生徒が登校
できる環境を整えるよう努めた。
　教員の学習指導力の向上を図る目的で
年間に３回、専門家を招いての校内研修を
行った。教科の授業、特別の教科道徳、特
別な支援を要する生徒へ配慮など、専門
的な見地から様々なことを学ぶことができ
た。

３：

２：

１：

4

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校生活が充実してい
る」、「学校の雰囲気」等、生
活に関する項目において肯
定的に回答した割合が７０％
以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校生活が充実してい
る」、「学校の雰囲気」等、生
活に関する項目において肯
定的に回答した割合が６０％
以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校生活が充実してい
る」、「学校の雰囲気」等、生
活に関する項目において肯
定的に回答した割合が６０％
未満

１：

3

2

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校生活が充実してい
る」、「学校の雰囲気」等、生
活に関する項目において肯
定的に回答した割合が８０％
以上

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

3

・先生方のご指導や熱心に取り組んでいる姿に感謝しておりま
す。

・不登校の生徒の保護者同士で情報交換のできる場があると、
（例えば給食試食会などを利用して）ありがたいと思います。親
も孤立気味になりますので、、、

・若手の先生が多いだけに、ベテランの先生（蒲中の勤務の永
井先生）の残留は必要不可欠と思われる。

・教員による研修の参加等を積極的に発信するべき。

3

4

3

2

3

3

4

4

　生徒の確かな学力の定着を図るために
教員の教材研究や授業研修は常に必要と
なる。生徒による学校評価アンケートでの
肯定的な回答の割合は、「先生は勉強に
ついての質問や疑問について丁寧に対応
している」９５％、「授業は考え方や教材の
工夫がされている」９６％、「授業は分かり
やすく丁寧だ」９６％と、昨年度と同様に非
常に高い結果となった。教員自身も日頃か
ら教材研究に力を入れていると同時に、
ICTを活用した授業づくり日々努力してい
る。生徒のアンケートから「ICT機器を使っ
た授業を受けたか」という質問に対して９
８％の生徒が「そう思う」と回答しており、
ICTによる授業も浸透していることが分か
る。
　個に応じた対応として、オンライン授業や
別室での授業、年２８０回の土曜日・放課
後の補習教室などあらゆる生徒のニーズ
に応じた学びの保証を実現してきた。
　主体的・対話的で深い学びの視点による
授業改善については、学校評価アンケート
「授業の中で自分の考えを発表したり、友
達との間で話し合ったりする活動」を９６％
の生徒が肯定的な回答をした。今後も引き
続き、教員に意識させながら授業に臨むこ
とが求められる。

5
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Ａ

Ｂ
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Ｃ

Ｄ

　特別の教科道徳の授業では、議論を活
発に行い、深く考えるために、ＩＣＴ機器を
活用し、生徒の意見を全体に共有すること
積極的に取り組んでいる。学校評価アン
ケート「道徳の授業は充実していて楽しい
と思うか」に対して８８％の生徒が肯定的
な回答をした。ただし、１２％の生徒が「そ
うは思わない」と回答しているため、今後も
学習指導案やワークシートの改善などの
課題は残っている。
　休み時間は全教員が校内巡視をするな
ど、安心して学校生活が送れるように取り
組んでいる。いじめの未然防止・早期発見
に努めるとともに、また学校生活調査を活
用し、その後生徒と面談をするなど生徒の
不安を解消する取組を行っている。生徒に
よる学校評価アンケート「学校生活は楽し
いか」の項目は９５％、「いじめや暴力のな
い学校づくりに取り組んでいると思うか」の
項目は８８％が肯定的な回答をした。
　本校では不登校委員会や校内委員会を
積極的に開催している。不登校委員会で
は、１人でも多くの生徒が学校に登校でき
るよう、別室登校の運用などについて話し
合いを行っている。また、校内委員会で
は、特別な支援を要する生徒についての
情報を共有し、全ての生徒が円滑に学校
生活を送れる方法を共有している。
　「Web-QUを活用し、生徒指導に生かし
た」教員の割合は５５％であった。その活
用には課題がある。クラスで孤立している
生徒などを把握し、的確に生活指導に生
かすためにも、Web-QUの研修になおいっ
そう力を入れ、教員の課題意識を高める必
要がある。

0

授業改善推進プランを、授業に生かす。

部活動の活性化を図り、生徒の体力向上・
健全育成に努める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・生徒たちの頑張り活躍等、学校だよりを通して発進してくださる
ので、学校でのいろいろな場面等がわかり楽しみです。

・ひとりひとりが好きなこと、自信のあることが見つけられること
も学力向上につながるかも。

・高評価の結果がわかりやすい→自由意見もあると、さらなる向
上につながる？

・生徒たちに寄りそって指導しています。

・いじめはもちろん、度を超えた「いじり」も犯罪になり得るとの認
識を大人がもち、子どもにも教えていってほしい。もちろん家庭
でも。

・いじめ防止、早期発見のとりくみは全校での風通しの良さが大
事と思う。皆の協力でなくなることを願います。

・道徳の授業が充実しないと感じる２％生徒へのアプローチが
必要か？

・運動会などを見学させていただいておりますが、全生徒一体と
なって、同じ目線で指導しています。

・部活を理由に越境する子どもが増えています。地域の子は学
区内の中学で成長を見守るのが一番望ましいと思います。先生
方の負担も理解していますので、早急な部活動の地域移行を。

・久しぶりの運動会、種目は少ないが有意義なとりくみと思う。

・給食試食会の感想も取り入れてほしい。

・部活動の少なさは、新入生減少へもつながるのでは？

3

3

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

Ｗｅｂ－ＱＵ等を実施し、学校生活における
生徒の個々の意欲や満足感等の分析結果
を指導に生かす。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

2

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

「主体的・対話的で深い学び」の視点による
授業改善に努める。

１：

3

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

3

　生徒・保護者アンケートよ
り、「授業は分かりやすい」、
「学力や学習意欲を向上させ
た」等、学習に関する項目に
おいて肯定的に回答した割
合が６０％未満

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

「蒲田東地区自治会連合会」や「青少対蒲
田東地区委員会」等と連携し、生徒の地域
行事へのボランティア活動参加を推進す
る。

3

3

２：

１：

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3

3
　生徒・保護者アンケートよ
り、「教員は授業改善に努め
ている」など、教育環境や学
習に関する項目において肯
定的に回答した割合が６０％
以上

・地域が担う役割等、学校の要望に対して地域としてどんな協力
も惜しげなく、常にさせていただいております。

・親、友人の親以外の顔見知りの大人が地域にいることは大切
だと思います。蒲愛会さんの挨拶活動はすばらしく、ありがたい
です。

・３年生対象の救命講習は、Ｒ５年度取り入れられていない。防
災訓練とともに年度初めに組み込んでほしい。

・ＨＰの更新が少ない。更新頻度がわかれば、閲覧する方も増
えるのでは？

・休校（感染症）等の情報を入れてほしい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

1

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

B

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　学校のホームページは定期的に更新す
るように努めている。しかし、保護者による
学校評価アンケート「蒲田中のホームペー
ジや動画配信を見たことがありますか」の
項目で「はい」と回答したのは５８％しかい
なかった。今後も継続してホームページを
更新していくと同時に、より魅力あるコンテ
ンツの作成を行っていくことが課題である。
　新型コロナウィルス感染症が第５類適用
となり、今年度は地域の行事やボランティ
ア活動に生徒が積極的に参加することが
できた。ダンス部の生徒も様々な地域のイ
ベントで発表を行い、活動を発信すること
ができた。しかし、生徒による学校評価ア
ンケートでは、「地域活動やボランティア活
動に積極的に参加しているか」の項目にお
いて、４６％が「そう思わない」と回答した。
ボランティアマインドの醸成は今後も引き
続き本校の課題である。
　一方、学校支援地域本部（蒲中応援団）
と連携し、今年度も全校生徒対象の地域
防災訓練や、３年生対象の救命講習を実
施したことは大きな成果であった。能登半
島地震に見られるように災害は関東地方
においてもいつ発生してもおかしくない。こ
れからも学校支援地域本部や本校ＰＴＡと
連携して地域力を生かしながら活動を継続
していきたい。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

3

３：

4

令和５年度　大田区立蒲田中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・学校規模　　生徒数22４名（全８学級、１学年７２名、２学年６４名、３学年８８名）、日本語学級併設
＜目指す学校像＞　・これからの社会を担う生徒に、やり抜く力を育み、生徒・保護者・地域から信頼される学校
＜目指す生徒像＞　・目標に向かって努力を続け、失敗を恐れず前向きに取り組み、成し遂げる力をもった生徒　・よりよい社会人になるために社会に貢献できる生徒の育成
◇令和４年度重点課題　【主体的に考え活動する生徒の育成】　〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善　　〇 ＩＣＴ機器を活用した授業実践　　〇 生徒会と共に学校ルールの見直しやボランティア活動の活性化
・特色ある教育活動
　◇地域と連携したボランティア活動の推進◇学校ホームページ内の動画配信等による充実したオンライン学習教材　　◇放課後、土曜、試験前の補習教室（数学・英語）

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

6

1

学校関係者記入欄

6

2

6

Ｃ

1

Ｃ

Ｄ

1

Ａ

Ｄ

目標に対する成果指標

２：

４：

0

3

４：

３：

1

5

１：

Ｄ 0

7

Ｂ

３：

２：

４：

２：

２：

１：

B

　食育に関しては、栄養士が毎日各教室を
回り、生徒とコミュニケーションを図ると共
に、保健給食委員が中心となり、食事の大
切さについて積極的な働きかけをしてい
る。その成果として、学校評価アンケート
「本校の給食は工夫されて美味しいか」の
項目に９７％の生徒、９３％の保護者が肯
定的な回答をしている。
　「早寝・早起き・朝ごはん」リーフレットを
積極的に活用し、生徒の体力・健康の増
進に積極的につとめている。
　生徒や保護者から「部活動を増やしてほ
しい」という要望もあるが、現在の生徒数
および教員数を考えると部活動を新設する
のは厳しい状況である。

0

Ａ

0

1

0

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の
健康や体力向上に関する項目
において肯定的に回答した割
合が８０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「教員は授業改善に努め
ている」など、教育環境や学
習に関する項目において肯
定的に回答した割合が６０％
未満

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校の様子が家庭に伝
わっている」、「地域力を生か
した活動をしている」等、家
庭や地域との連携に関する
項目において肯定的に回答
した割合が８０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「ＩＣＴを活用した授業を
行っている」、「コミュニケー
ション能力を育成している」
等の項目において肯定的に
回答した割合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「ＩＣＴを活用した授業を
行っている」、「コミュニケー
ション能力を育成している」
等の項目において肯定的に
回答した割合が６０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「ＩＣＴを活用した授業を
行っている」、「コミュニケー
ション能力を育成している」
等の項目において肯定的に
回答した割合が６０％未満

　生徒・保護者アンケートよ
り、「授業は分かりやすい」、
「学力や学習意欲を向上させ
た」等、学習に関する項目に
おいて肯定的に回答した割
合が８０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「授業は分かりやすい」、
「学力や学習意欲を向上させ
た」等、学習に関する項目に
おいて肯定的に回答した割
合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「授業は分かりやすい」、
「学力や学習意欲を向上させ
た」等、学習に関する項目に
おいて肯定的に回答した割
合が６０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校の様子が家庭に伝
わっている」、「地域力を生か
した活動をしている」等、家
庭や地域との連携に関する
項目において肯定的に回答
した割合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校の様子が家庭に伝
わっている」、「地域力を生か
した活動をしている」等、家
庭や地域との連携に関する
項目において肯定的に回答
した割合が６０％以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「学校の様子が家庭に伝
わっている」、「地域力を生か
した活動をしている」等、家
庭や地域との連携に関する
項目において肯定的に回答
した割合が６０％未満

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の
健康や体力向上に関する項目
において肯定的に回答した割
合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の
健康や体力向上に関する項目
において肯定的に回答した割
合が６０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の
健康や体力向上に関する項目
において肯定的に回答した割
合が６０％未満

　生徒・保護者アンケートよ
り、「教員は授業改善に努め
ている」など、教育環境や学
習に関する項目において肯
定的に回答した割合が８０％
以上

　生徒・保護者アンケートよ
り、「教員は授業改善に努め
ている」など、教育環境や学
習に関する項目において肯
定的に回答した割合が７０％
以上


